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論　　文　　の　　要　　旨
　本研究の目的は雪冬季、日本列島周辺には、顕著な雲バンドが出現するがヨ雲バンドの発生条件
を地形や表面水温と関連づけて寄明らかにすることである。雲バンドの発生位置およびその形状に
ついて雪主に気象衛星NOAA－5号の可視画像を用いた。
　冬季の月平均雲量分布図をまず作成しヨ雲分布における中小規模の帯状構造を見出した。主要な
雲バンドは西高東低の冬型気圧配置型の下で出現頻度が高い。
　雲バンドの風上側の地形および雲バンドの気象衛星可視画像に現われた形状の特徴によって害以
下の4種類に分類した。（1）陸地および海氷域にくさび状にかこまれた海面からのびる雲バンド。（2）
日本海海上の雲域が里日本列島の低地または海峡を抜けラ太平洋上へ連続している雲バンド。（3）日
本列島の山脈の切れ目の低地や谷の風下に出現し，日本海海上の海域とは連続していない雲バンド。
（4）山脈の風下に出現する雲バンド。
　各型の代表例の解析を行ない雪雲バンドの出現しやすい850㎜b面の風向と地形との関係を求め
た。また菅安定度の指標として850mb面気温を用いてラ雲バンドの出現しやすい温度範囲を求め
た。
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　解析結果の主要な点は次の通りである。
　第亙型の雲バンドの例はラ北海道西岸沖に出現する。北海道上に形成された内陸高気圧からの東
風ないし南東風とシベリア高気圧からの北西風との問に形成されるヨ風の収束を伴う地上低圧部に
そって出現する。
　第2型の例としてラ内浦湾（通称ヨ噴火湾）から南東にのびる雲バンドがあげられる。この雲バ
ンドはラ先に述べた間宮海峡ないし宗谷海峡からのびる雲バンドラまたは雲ソビエトのプリモルス
キー地方（沿海地方）のシホアリン山脈の風下に形成された雲バンドがラ渡島半島の低地を抜けヨ
噴火湾から太平洋上へのびたもρである。850㎜b面の風向が。渡島半島の低地の走向である西北西
一東南東と一致するう西北西の時に出現しやすい。
　第3型の例としては，仙台沖に出現する走向が西北西の雲バンドがあげられる。雲バンドの出現
しやすい風向は北西で、奥羽山脈の谷の走向と一致している。
　第4型の例としては雲伊豆半島沖の雲バンドならびに朝鮮半島の北のケーマ高原沖の雲バンドが
あげられる。ケーマ高原沖の雲バンドについて雪船舶資料をも含めて守発散1収東1渦度1上昇流
などを調べた。その結果ヨケーマ高原の風下域は雪収東域となっており雪特にヨ雲バンドの中央部
では収東量が大きく雪上昇流も強い。また、雲バンドは正の渦度（低気圧性渦度）域と一致してい
る。団塊状の雲の列と判断される雲バンドでは収東量が大きく曾一方争べったりと連なった雲から
なる雲バンドにおいて雪収東量は小さく、上昇流は下層に限られている。水蒸気供給量の多い地域
は、雲バンド直下の海面ではなく，雲バンドの位置から少し北東方にずれた海面と推定された。こ
の第4型の雲バンドの出現しやすい風向は冒山脈の走向に直交する風向である。
　以上が論文の要旨である。
審　　査　　の　　要　　旨
　本論文は雲バンドの発生に対して雪次のような共通条件を見出した点がラ高く評価される。すな
わちラ（1）雲バンドは曾雲層の風向が曾風上の谷の走向ラまたは山脈に直交する走向に対してラ±15似
内の風向である時に出現しやすい。（2）雲バンドは。海表面水温と850㎜b面気温との差が20℃を越え
る時に王出現しやすい。（3）雲バンドの発生に好条件となる地形規模はラ第2型および第3型の雲バ
ンドの場合にはラ風上の低地または谷がヨ幅約20㎞ラ長さ約40㎞である。第堪型の雲バンドの場
合には曾風上の山脈がヨ幅約40㎞、長さ約80㎞以上の場合である。
　以上の他にラさらにヨ日本海側に大雪をもたらす雲バンドの形成機構を明らかにした点ラ学界に
貢献するところが大きい。またヨ大雪の予報にも役立つ研究として結果は高く評価される。
　よってヨ著者は雪理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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